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具体的に SGEを展開するうえで, ジョセフ・ルフト (1955)，ハリー・インガム (1995)





























を確保し, 出来事や行為, 態度, 気づきなどについて, 教師は待つ姿勢で児童・生徒と向き
合い, 本人の語りを整理する役割を果たす。
1.3 ｢違い」を認め合うことがもたらす教育効果
今後, 社会のグローバル化が進み, 児童・生徒の活動範囲や対象が, 拡大の一途を辿るこ


























































うと思います。また, 私が育ってきた環境や, そして今いる環境がいかに恵まれているかということを, ボランティ
アを通して痛感しました。日本は経済的に豊かな国であり, 自分自身恵まれた環境の中で育っていることは十分理解













ことがわかる。このことは, 言うまでもなく Table 2 の下線部の表現から見てとれる。ボラ
ンティア体験を通して, 根本的な価値観の転換がもたらされ, その内面化が図られている。
また手記（その２）は, 学生Ａが体験活動を終えて, 自らの人間像に着目しつつ, ふりか
えりを通して明らかにした, 新しい自分との出会いに関する記述である。ボランティア活動
に参画することで, ありのままでいられている自分に, これまでとは違う自分像を認識でき
ている。このことは, Table 2 の下線部に表現されている。これまでの自分像を的確に分析


































自尊感情の乏しさは, 成功体験の少なさ, 自信のなさ, などに起因する。最後までやり遂
げられなければ, 自己達成感がもたらされず, 必要とされている自分にも出会えず, 自己有
用感を自覚できないままの状態に留まる。







姿勢で臨むことが大切である。児童・生徒が自ら考え, 判断し, 実践することで, そのプロ
セスにおいて諸課題を自らの力で乗り越え, 自己達成感がもたらされ, 自己有用感を自覚す
ることで, 最終的に自尊感情を高めることができる。
























として, 朝の会や終わりの会, 各教科の指導における学び合い（グループ活動), 学級会活




































な観点として態度, チームの一員としての協調性, 信頼性, 誠実さ, などに着目し成績をつ
ける。










以下に, その授業における教師と生徒間の逐語記録を Table 3 に示す。
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○T ：そうか, 体の不自由な方と接すると, その気持ちが分かるようになった。




































































サービス・ラーニングの記録は, ｢Service Learning-Tagebuch｣ に記入する。それを説明
したのが, 下図の Table 4 である。
その内容を整理すると, 以下の通りである。
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Table 4 ｢Service Learning-Tagebuch」
4.4 保護者宛ての文書にみる「Service Learning」のねらい
サービス・ラーニングのねらいは, 保護者宛ての案内文書に丁寧に記述されている。それ
を示したのが, 下図の Table 5 である。
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1. サービス・ラーニング活動の場で, 得ることができた新しい経験を, 必ず記録しましょう。
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Research on Experience-based Activities
to Prevent Bullying :
Findings from “Service Learning” Conducted in Hessen, Germany
MATSUOKA Yoshiki
In this study, we examine the role of classroom activities in experience-based activities to pre-
vent bullying. In Japan, bullying has long been one of its most serious social problems. In addition,
Japanese children have extremely poor self-esteem. We therefore focus on experience-based ac-
tivities and provide students with opportunities to act on their own will, aiming to let them realize
their worthiness and enhance their self-esteem. In the first half of this study, we explain how ex-
perience-based activities contribute to character formation.
In the latter half, we direct our attention to a class called “Service Learning” conducted in
Hessen, Germany. In this class, students play a leading part and undertake the process to think,
make decisions, and move to action all on their own. Teachers serve simply as supporters who
give advice only when deemed appropriate. What is considered important is the act of reviewing,
in which students become aware of their own growth as well as listen to their friends’ efforts,
thereby developing understanding of each other. “Service Learning” is a means for overcoming
the lack of successful experiences and self-confidence.
